
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              ７月 21日（火）、１年生の授業「ライフスキル」に 

                                            おいて、平田オリザさんによる演劇ワークショップを 

行いました。演劇の手法を用いたコミュニケーション 

スキルの向上を目指した活動で、自分の思いを表現 

したり、他者の考えをくみ取ったりする力を伸ばすた 

めのプログラムを実施いただきました。平田オリザさ 

んは、「演劇は同じセリフの同じシーンでも、見る人 

によって、例えば育ってきた文化的背景の違いによ 

り、異なるものに見えることもよくある。見る人がど 

のように受け止めるかまで考えて、脚本や演出は考 

えられている。」と説明されました。 

また、「演劇を支えているのは、演じている人と見ている人とのイメージの共有です。このイメージを共有

するということは、どんな活動においても大切なことです。」と教えていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  学校図書館では、演劇コミュニケーション論をはじめ、小説家でもある平田オリザさんの著作を集めた特

設コーナーを設置しています。平田オリザさんには、２学期にも改めて来校いただき、生徒の成長をともに見

届けていただく予定です。 
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・         

・ いろんな人とコミュニケーションをとったりすることができて、とても楽しかったです。カードのゲ 

ームでは、自分と人との基準がけっこう違ってすごくおもしろかったです。そして、本当の自分で

ない自分を演じることが楽しかったし新鮮でした。 

・ 演技は嘘をつくためにしか役に立たないと思っていたけど、意見を共有して自分の持っているアイデア

や発想を他者に伝える武器だということを知りました。人にはそれぞれ個性があり、意見の違いもありま

す。だけど、人の考えを尊重して受け入れて認めた上で演技をするということに尊さを感じました。 

・ 一人一人イメージが違うだけで想像しているものや風景が全く違ってびっくりしました。だから私は人に

何かを伝えるときは、イメージを共有してから伝えたいと思いました。 

・ その時々の状況に応じてみんなで力を合わせないといけなくて、みんなと一気に仲良くなれた気がする

し、とても盛り上がって楽しくゲームができました。また、一人一人のイメージはそれぞれ本当にバラバラだ

なとあらためて思いました。そして、演技の楽しさに気付くことができました。小学校以来の演技だったけど

台本を読むだけでも楽しくて好きになりました。こんな体験や機会はなかなかないので、とても貴重な日に

なりました。 

 

 

 

 
 

 



 

8 月４日（火）に中学 3年生を対象にした「体験セミナー」を実施しました。新型 

コロナウイルス感染症対策として様々な配慮をしながらの実施でしたが、９３名の参 

加がありました。体育館での開講式と全体会の後、アグリサイエンス科２コース、みら 

いクリエイト科４コースの計６コースに分かれて、それぞれの特色ある授業を体験して 

もらいました。全体会では、丹後緑風高校久美浜学舎１期生を代表して、アグリサイ 

エンス科の佐々木太一さん（久美浜中学出身）と、みらいクリエイト科の白岩寛大さん（久 

美浜中学出身）が学科紹介をおこないました。 

参加した中学生からは、「久美浜学舎の授業がどんな内容なのか、体験を通して 

知ることができて、よかったです。進路への考えも少し変わりました。楽しかった。」 

「アグリの体験をして『あっすごくおもしろい』と思い、久美浜学舎の受検も考えて 

みようと前向きに思いました。セミナーに参加してよかったです。」など、好意的な感 

想が多数寄せられました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ９月１・２日、文化祭を開催します。今年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、参観は在校生
の保護者に限ります。 卒業生及び一般の方の御参観は、御遠慮ください。 

部活動 大会参加報告 
【陸上競技部】 

7 月 11日の今年度最初の大会を皮切りに、数々の大会に出場

してきました。８月 20日には、両丹高等学校ユース陸上競技対校

選手権大会（8月 3日開催）で１～３位に輝いた７名が京都府ユ

ース大会に出場しました。 

【サッカー部】 

7 月 24日、京都府高等学校サッカー大会に久美浜・宮津・加悦

谷・大江高校合同チームで参加し、本校からは５名が出場しました。 

【バスケットボール部】 

7 月 25～26日に両丹高校バスケットボール選手権ブロック大

会に出場、8月 22～23日に両丹高校夏季大会に出場しました。 

【ソフトテニス部】 

7 月 25日、両丹高等学校ソフトテニス選手権大会に、男子 4

ペア、女子 2ペアが出場しました。 

【カヌー部】 

８月２日、久美浜湾での京都府高等学校種目別選手権大会に出

場しました。３年生にとっては引退レースとなった今大会、シングルと

ペアの計 6種目で1位となり、延べ13名が表彰台に立ちました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

丹後ちりめん探訪 
７月 26日（土）、進学先でも文化に

ついて深く学ぶことを希望している３年

生の生徒２名が、与謝野町のちりめん街

道にてフィールドワークを行いました。ちり

めんによって加悦町の発展に大きく寄与

した旧尾藤家を訪れたことで、絹織物と

人々の暮らしにも思いをはせたり、ちりめ

ん歴史館、丹後 

郷土資料館を 

まわったりして、 

知識・理解を深 

めました。 

 

 

 

 

 

夏を制する者は受験を制す 
今年度は短い夏季休業となりましたが、全学年と

も英語、数学、国語を中心に、夏季進学講習を行い

ました。 １コマ７０分の講習で、午前中に３コマを開

講しました。 ３年生は夏季休業中に２回の模擬試験

がありました。 日頃の学習の成果を試し、志望校合

格へ向けて取り組んでいます。 

 

就職活動は１カ月遅れに 
３年生の就職活動では、新型コロナウイルス感染症

の拡大防止措置による学校休業に伴い、応募書類の

受付と採用試験の開始が１ヶ月遅れることになりまし

た。夏季休業中に企業を見学し、応募先を検討しまし

た。８月１７日には、外部講師による就職ガイダンスを

行い、ひとりひとりの挑戦がいよいよスタートしました。 

 

進
路
の
取
組 

 

 


